
 

 

 

 

 

 

【自己紹介】 

この 4月に倉敷の地域おこし隊員となり移住してきました鋤本浩一と申します。        

宜しくお願いします。子供の時から引っ越しが多く、住んだところは６県１４都市を    

数え今回で１５都市目になります。その中で倉敷は私の気に入ったまちベスト３に入ります。住みやすく、仕事し

やすく、楽しめる町だと感じています。 

若い頃からアートや街歩き・旅が趣味の一つでしたし、社会人になってからは地域社会とコミュニティ発展の研究

活動に携わってきましたので、倉敷にたいへん興味を覚えている次第です。これまで携わった仕事の分野は主に IT、

通信、放送分野で、ANAや JALなどの運輸・航空業のシステム開発や携帯電話の商品開発、衛星放送事業ではトヨタ、

日産などのクルマメーカーと連携して、サービスの全国展開、顧客開拓の仕事に携わりました。 

地域おこしでは、東京の代官山や香川県の善通寺市、山梨県甲府市等のまちの活性化活動に参画してきました。こ

うした経験を、今回派遣された一般社団法人 MASCの仕事に生かしたいと思っています。お気づきのことがありまし

たら何なりとご指摘、アドバイスやご協力を頂ければ幸いです。宜しくお願い致します。 

 

【MASCとは】 

次に、一般社団法人 MASCの紹介をさせて頂きます。MASCとは、『水島（M）での航空宇宙産業（A.S）のクラスター

（C）の実現に向けた研究会』からとられた名前です。 

任意団体から通算６期、一般社団法人として２期を経て 2023年度の活動に入っています。 
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一般社団法人 MASC ホームページ：https://masc-jp.com/ 

 

https://masc-jp.com/


【活動映像】 

 
空飛ぶクルマ、国内初の屋外有人飛行に成功（日本経済新聞） 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC15A3U0V10C23A2000000/ 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC15A3U0V10C23A2000000/


 

『空の移動革命に自治体が熱視線 実用化へ加速か“空飛ぶクルマ”が描く未来 

https://news.tv-asahi.co.jp/news_economy/articles/000262018.html 

 

【これからの MASC】 

① 観光・ビジネスチーム発足 

・空飛ぶクルマの離着陸場建設、飛行コース設定試行、ビジネス創出 

② 自治体、商工会議所 連携 

・瀬戸内海沿岸から全国へ 

③ 部会活動発展 

・ドローン部会 ― 防災応用 

・教育部会 ― サイエンス 

・SKYチーム ― 空飛ぶクルマ活用促進 

・新ショールーム   

・外部有識者・団体連携 

 

次世代の移動手段として期待」"空飛ぶクルマ”のショールーム 10 月末完成に向けて地鎮祭 

（RSK 山陽放送 2023 年 5 月 29 日） 

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/rsk/509658?display=1  

 

 

宜しくお願いいたします。 

https://news.tv-asahi.co.jp/news_economy/articles/000262018.html
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/rsk/509658?display=1

